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１．働き方の改革： 「働き方改革 CHALLENGE」 

（１）働き方改革アクションプラン 
• 各企業が自主的に策定する行動計画やKPI 
 ⇒ 既に約200社が自社の目標・行動計画を 
    策定し、経団連のHPで公表。 
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「働き方改革 CHALLENGE」 

（２）長時間労働につながる商慣行の是正に 
    向けた共同宣言 
 
（３）年休取得促進キャンペーン 

• 「トップが主導『年休３！４！５！』」を展開 

 
 
 
 

（４）セミナーやシンポジウムなどの周知活動 

1.年３日程度の追加的な年休の取得に取組む  
2.年休と土日・祝日を組み合わせて４連休をつくる  
3.年休の取得日数が５日未満の従業員が生じないよう取組む 
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２．女性の活躍アクション・プラン 

（１）女性の役員・管理職登用等に関する 
   自主行動計画 

• 各企業が自主的に策定する行動計画やKPI 
 ⇒ 経団連HPに７００社の取り組みを公表。 

（２）ネットワーキング 
• 経団連女性エグゼクティブネットワーク 
• 女性チャレンジ支援講座 

（３）理工系女性人材育成に関する取り組み 
• 夏のリコチャレ2018～理工系のお仕事体感

しよう！～ 
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３．持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ） 

（１）ＳＤＧｓの担い手としての社員の育成 
• 社会的課題について学ぶ機会 

⇒ （現場） ボランティア、プロボノ、出向など 
    （座学） 研修、講座 など 

（２）若者への機会提供・支援 
• 社会的課題解決への取り組み支援 
⇒ 例）損保ジャパン日本興亜（環境財団） 
              「ＣＳＯラーニング制度」 
    ＮＥＣ、花王、NTTdocomo「社会起業塾」 
   みちのく復興事業パートナーズ  
    住友商事「東日本再生ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」 

など 
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経団連自然保護協議会（ＫＮＣＦ）の取り組み 

25周年記念特別基金助成事業「アジア太平洋地域
生物多様性保全にかかる次世代人材育成事業 - 
SATO YAMA UMIプロジェクト」 

• 日本環境教育フォーラム、コンサベーション・インターナショナル・
ジャパン、バードライフ・インターナショナル東京の協働事業 

• 事業概要： 
① ブータン、カンボジア、インドネシア、ニューカレドニア、サモア、

ベトナムの６カ国・地域でアジア太平洋地域生物多様性保全
にかかる次世代の人材育成、教材開発。 

② 日本、香港、シンガポールの若者も現地インターンシップ等
の参加対象とし、間接的に生態系サービスの恩恵を受けて
いる都市部への広がりも目指す。 

• 助成規模：  2017年～2019年の３年間で、１億５千万円 


